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令和６年茂原市教育委員会会議（６月定例会）日程 

 

日時：令和６年６月２４日（月）１５時３０分～ 

場所：茂原市役所９階９０１・９０２会議室 

 

１ 開会宣言 

 

２ 会議録署名人の指名 

 

３ 会議事項 

（議決事項） 

議決事項なし 

 

（報告事項） 

報告１ 令和６年度重要事項について 

  報告２ 令和６年度６月補正予算について 

  報告３ 臨時代理の報告について（茂原市青少年指導センター運営協議会委員の委嘱） 

  報告４ 令和６年度千葉県市町村教育委員会連絡協議会定期総会並びに特別講演及び 

令和６年度関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会への出席報告について 

 

 

４ 閉会宣言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（会議結果） 

議決事項なし 
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茂原市教育委員会会議録 

 

令和６年６月定例会 

 

１ 期日 令和６年６月２４日（月） 

開会 １５時３０分 

閉会 １６時０９分 

 

２ 場所 茂原市役所９階９０１・９０２会議室 

 

３ 出席委員 

教育長 富田 浩明 

教育長職務代理者 安藤 明子 

委 員 髙貫 裕一郎 

委 員 高仲 輝夫 

委 員 竹田 幸則 

 

４ 出席職員 

教育部長 中村 一之 

教育部次長（教育総務課長） 新木 和敏 

学校教育課長 矢部 博 

学校教育課主幹 

学校教育課主幹 

佐藤 千秋 

齊藤 隆 

   生涯学習課長 岡田 公一 

体育課長 石井 直美 

美術館・郷土資料館長 鈴木 美恵子 

東部台文化会館長 鶴岡 嘉孝 

教育総務課長補佐 小安 宏尚 

教育総務課総務係長 小川 貴史 

 

５ 署名人の指名 

委 員 竹田 幸則 

委 員 安藤 明子 

 

６ 傍聴人             ０名 

 

教育長 ： ただいまから、令和6年茂原市教育委員会会議6月定例会を開会します。本日の

出席人数は、5名ですので、定足数に達しており会議は成立いたしました。 

本日の会議録署名人は、「竹田委員」と「安藤委員」を指名いたします。 

これより会議事項に入ります。 

本日は、報告が4件となっております。 

それでは、はじめに報告1「令和6年度重要事項について」報告をお願いしま

す。 

教育部次長 

(教育総務課長) 

： (「令和6年度重要事項について」説明) 

教育長 ： 報告1について、ご質問等ありましたらお願いいたします。 

委員 ： 豊岡地区の学校再編について、以前、地域の理解を得ることがなかなか難しい

と伺ったことがあるのですが、現在はいかかでしょうか。 
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教育部次長 

(教育総務課長) 

： 今現在も地域の皆さんとの話し合いが続いておりまして、現計画では令和8年

3月末に統合委員会を設置するとなっておりますので、今後も統合に向けて話し

合いを続けながら計画を先に進めてまいりたいと思います。 

委員 ： 南中と早野中の統合準備委員会は令和6年度5回程度開催とありますが、第1回

目はこれからでしょうか。 

教育部次長 

(教育総務課長) 

： 令和6年度は8月2日が第1回目の統合委員会になっております。 

教育長 ： 他にありますか。 

委員 ： 休日の部活動移行では地域の受け皿が不可欠だと言われており、それがない

と地域移行は進まないと思うのですが、現状はいかがでしょうか。 

学校教育課長 ： 昨年度から、地域移行がスタートし、令和5年度は柔道部の地域移行を進めて

まいりました。柔道に関しましては、地域のクラブチームが3団体ほどありまし

たので、ある程度スムーズにいったのではないかと感じております。 

しかし、今年度地域移行に向けて取り組んでいるバレーボール部や今後移行

予定の部活動については、地域にクラブチームがなかったり、大学のチームがあ

っても受け皿として受けるということがなかなか難しい現状があり、やはり受

け皿が一番困難な問題になっております。 

今年度のバレーボール部については各学校でPTAバレーを行っており、バレー

に関わっている保護者や地域の方がいらっしゃいますので、そういう方々への

説明会を設ける中で、受け皿をしてもらえたらと考えております。 

委員 ： そのために新たな地域クラブを設立するといった動きはないのでしょうか。 

学校教育課長 ： 今のところ、そのような動きはありませんが、今年度、部活動顧問・地域クラ

ブ合同会議を開催し、地域での子どもたちの受け皿や新たな指導者の掘り起こ

しを行っていく予定でございます。 

教育長 ： 今、保護者会が動き出すのではないかという見方もあります。土日に公式戦は

できるが練習試合はできないため、保護者会が組織を立ち上げるのではないか

ということですが、それに対して規約等が必要になってくるので、県へ作成を要

望しているところです。また、中学校の顧問にアンケートを取ったところ、土日

にやりたいという顧問は2割程度しかおらず、保護者が引率してくれるならとい

うような所もあったりしているという現状がございます。 

公式な見解は今矢部課長が言ったとおりでございます。 

委員 ： 令和5年度に柔道部の地域移行開始ということですが、実際に土日に活動を始

めている生徒はいるのでしょうか。 

学校教育課長 ： もともとその道場に通っていた子等もいますが、実際に何名かは土日の活動

としてスタートしています。 

委員 ： 有料だと思いますが、料金はどのくらいかかるのでしょうか。 

学校教育課長 ： 受益者負担ということでお金を支払って地域クラブに習いに行くという形に

なっており、団体によって料金設定が異なります。 

委員 ： 地域移行の解決すべき課題･問題の中で指導者不足の問題が挙げられていま

すが、茂原市には大学等はありませんが、近隣の大学への働きかけは考えていな

いのでしょうか。 

学校教育課長 ： 現在のところは考えておりませんが、今後、合同会議を開催していく上でスポ

ーツ協会や文化協会等の関係団体とも連絡を取り合いながら受け皿を考えてま

いります。 

教育長 ： 他にありますか。 

委員 ： 学校施設の老朽化対策及び施設整備では、前年度に実施した取り組みにトイ

レの洋式化が書かれていていますが、洋式化がまだ未設定の学校や、そういった

部分はあるのでしょうか。 

教育部次長 

(教育総務課長) 

： まだ全てが完了しているわけではございませんので、引き続き、なるべく早く

進めてまいりたいと考えております。 

委員 ： 何割くらい完了しているのでしょうか。 
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教育部次長 

(教育総務課長) 

： 生徒が使うところについてはほぼ完了しており、職員用や体育館等が未完了

となっております。 

委員 ： 小中一貫教育の推進の中で、解決に向けた取り組みに③茂原学の探究および

英語教育の充実とありますが、茂原学と英語教育を充実させることが小中一貫

教育のテーマとしてあると思うのですが、どういう位置付けなのでしょうか。 

学校教育課長 ： 小中一貫教育については、視点が2つございまして、まず視点1というのは、9

年間を通した教育課程の編成でございます。ご指摘のありました茂原学と英語

教育については、それぞれの学校で特色ある取り組みということで視点2になり

ます。茂原学については、中学校区ごとに地域の産物や便利さといった地域でし

か学べないものを茂原学として取り組み、それを今度は総合的にオンライン等

でお互いに情報交換をすることで充実していければと考えております。英語に

ついては、茂原市でもALTの派遣等しておりますので引き続き実施してまいりた

いと考えております。 

教育長 ： 学びの継続というところで今年度は中学校単位で研修会をやっています。茂

原学に関しては、地域で茂原に関することを題材にして、小学校で学んだことを

今度は中学校ではこういうことを学んでいきましょうと、同様に英語教育では、

小学校では耳が慣れることを第1に進めていき、小学校での学習の土台の中で中

学校にどう繋げるかということで連携していきましょうということを小中一貫

というところでの研修に含めて進めていこうというのを今年のテーマに挙げて

おります。 

委員 ： 給食費の物価高騰対策では、地方創生臨時交付金が廃止された場合はどうす

るのかということで、今、新聞、マスコミ等で給食費無料化という動きがすごく

ありますが、無償化まで視野に入れるのかどうなのかということと、国や県の動

向を見てみないとわからないところがありますので、様子を見るしかないのか

なと思います。全国の自治体の3割が無償化を実施しているものの、補助金の裏

付けがないため無償化をやめた自治体が10%ぐらいあるということで、一番は財

源の問題になってくるかと思いますが、無償化となるとかなりの財源を要する

ので、この案でいかざるを得ないのかなと思いますが、いかがでしょうか。 

学校教育課長 ： 地方創生臨時交付金が継続されるのか、廃止されるのかというところは国の

動向を見ていかなければならないと考えております。廃止された場合を踏まえ、

給食費の値上げをするのか、市で負担するのか等も含め、公費負担に対する方針

の決定を検討してまいりたいと思います。 

教育長 ： 市として収入の増がこのくらい見込めるから無償化に踏み切りますというよ

うな言い方をはっきりしている市もありますが、主に財源的な見込が出た自治

体でやっていて、それがなくなった自治体はやめているということです。それだ

ったら茂原市では、食材費の高騰分を公費で負担しますということです。 

教育長 ： 次に報告2、報告3については、予算及び人事に関する案件になりますので、非

公開といたします。 

教育長 ： 次に、「令和6年度千葉県市町村教育委員会連絡協議会定期総会並びに特別講

演及び令和6年度関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会への出席報告につ

いて」報告をお願いします。 

委員 ： （「令和6年度千葉県市町村教育委員会連絡協議会定期総会並びに特別講演の

出席報告について」説明） 

委員 ： （「令和6年度関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会への出席報告につい

て」説明） 

教育長 ： 以上で、令和6年教育委員会会議6月定例会を閉会します。 
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茂原市教育委員会会議規則第２７条の規定により、上記会議録が相違ないことを証するため、 

ここに署名する。 

 

令和６年８月２７日 

   

   

教育長    富田 浩明 

 

 

   

署名委員   竹田 幸則 

 

 

 

署名委員   安藤 明子 

 

 


